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　先の春季講演大会においては、外国人名誉会員、渡辺義
介賞受賞者、西山賞受賞者、経営トップによる４件の特別
講演が行われ、４百人収容の会場は満席となる盛況であっ
た。
　中でも企業お二人の講演については、JFEホールディン
グ・數土社長が渡辺義介賞受賞記念講演「私の鉄鋼技術者
時代、その技術と忘れえぬ人々」、新日本製鐵・三村社長

（当時）が経営トップによる特別講演「新日鉄におけるグロ
ーバル経営－技術で世界をリードする鉄鋼業へ－」と題し
て、両氏とも巧みな話術で聴衆を魅了した。
　數土氏は「撹拌冶金」の技術革新に先鞭をつけた、往時の
技術者時代を振り返りながら、自身が開発したプロセスと、
その開発にかかわった社内外の人々をユーモアを交えて紹
介された。新技術の開発には、常識にとらわれない着想と、

人間関係を大切にする心が不可欠であることを示唆する講
演であった。
　一方、三村氏は、資源問題、環境問題など、経営面から
見た鉄鋼業の課題を概括し、日本鉄鋼業が生き残るために
は先進技術のさらなる開発が必要であることを最近の新製
品・新技術開発事例で紹介し、それを可能にする為には原
理原則に立って物事を考える人材が不可欠であることを強
調された。
　両氏の講演とも含蓄に富んだもので、将来の鉄鋼業を担
う若い技術者、研究者に聞かせたい内容であった。
　ちなみに、特別講演は７月号のふぇらむに掲載される予
定なので、聞き逃された方は是非ご一読ください。

（Ｍ．Ｍ．）
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